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人間活動における責任としての美の再生:
新しいレジャー論のために
レジャー論を問うための考察の意味構造の変化

近代型の産業社会からの転換
社会・つながりの再生のための美(象徴=共有の循環)
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犬塚潤一郎
実践女子大学

今日の社会構造とレジ、ヤー

産業社会の発達と l レジ、ヤーの意味:

対応したレジャー論|人聞にとっての拘束活動からの自由な時間

'衣・宣'ii'の消費活動による実現
喧・学・の酷的醐みへの回収
知識劃蜘記号型出掛産業の中心モデル1;:

生産-消費、生活における関係変化 : 産業と結びついたレジャー
レジャー産業、消費文化

社会発展原理の見直し
近代的人間像・社会観の基礎モデルの転換
レジャー論の新たな射程

産案発展原理(グローパI~市場‘金融記号型商品)が. 温暖化・気候変動や工不ルギ一回資源枯渇古ピ
地球の物理的限界に至リ‘同時に、自尽的伝統的1:形成されTきた人聞社舎の拡張限界1:至る.

自由時間の意味変化
家庭労働や仕事の中lζ、
従来の意味では自由な生産活動と闘できない
ものの宮治が増加してきている

近代のレジャー論 自然的・社会的制約からの自由 ¥ 自然・社会収奪体制からの自由
生活と仕事の鴻賓へのー元制帽F 近代的人間像・社会観の基礎モデルの転換
自然と祉会の二重の危機 レジャー議の新たな射程

定式化/コードへの変換
コンビュー舎によって形象が操作可能であるζと

美 善 真の有 永遠 真理の形象

美的価値 道徳附面値
外に求められる 内的秩序 idea eidos al白th日la

秩序 規範 /form 

‘ "・a一，ーー・'・.‘一. 形 相

エロース (メディア)

1欲求+理性 通路・媒介 schole theoria 

(1自isur自)観想
"・"・....・ ・-・1 (感覚界)

-理論
doxa 

移りゆ〈時のうちへの移植
溢れ出す形式の物質化
(ヒューレーiζ形をあたえ出現させる)

居生命のプログラム
樺系の外部延長、遺旬開・操怖甘I

リの世界の知覚
低哲空間

E主体無き多重の世界
計算lこよって按企古れた世界

エロース論:プラトンIi'饗宴』
欲望力、らイデアへ;
感覚界にある美しい(秩序ある)ものに
向かうことから、しだいに美そのものへ
向かつて飛刻する。そしてえを(f¥!介とし
て善そのものへ。個別から普遍へ、秩序・
調和の原理へ。

(西洋) 理論的距離

批判

l'峨'1燃|燃然を
(英数字→コ-ド{化じ)

観想的生活，アリストテレス 『政治学』
theoria : 
労働や拘束から自由な心の状態で、知性
1<:1lJlして生きる。最高の価値を見つけるo

schole (Ieisure) 

大衆文化
ポスト工業化

技術 現代の記号的商品

美感的・実利的 生活戦略

(東洋) 具体的経験
人と世界の溶融 (美唖的貿)
表現への自己滅却 完成=現実 (白書おにとどまる

美の(社会からの)自立性

美=事物~事象が備える掴有の性質 (存在論的抱媛)・
・愛すなわち認議の欲求的能力の志向的対象
人聞の認識の檎勤、ら説明

模倣=ものの起源・本質のrep陪sen也tion:
・ものそのものの中に起源の記憶が保持古れている

美
生の質を問う感性的基準

大学・科学の自立:
・宗教から国家ヘ依存の変化

芸術家の自立:
・宗教から宮廷ヘ、そして市場へ
人文主i主的でγ術的なFI材、
芸術家自身の理性、槌的地位の要求
訴育と人間的な知の紘一

・笥百家自身が針作品の起源
芸術家の記憶を保持
主観的意蝶付与 analogy自然と芸術の切断

・作品lζ強創性を要求
芸術家の天才の重視

美の自立:
・内在から関係へ
自然を補完するもの1;:

自然
「それぞれの社会とその自然」
文化|ペイjの“11然関
環境のうちの続々 なかたち・存
在の普遍的な特性を取り出す

理性.~~と美的理念の区別 ;
・概念抜きで観念する稿想力(Kant)

美と真との分化:
・善いととと美しいことの銃一牲の破棄

プラトン
絶対的な存在が自らを相対的な存在の内に投彫する

アウグスティヌス
絶対者(神)の投影は、意書喜だけに固有のものとなる

デカルト
意書現は環場の上に自由に自己を投彫できるものとなり、
意織そのものが絶対的なものとなる

風土性のモデル
環演は存在の構造の一部となる

諜:14mzJロ;:pr110n 風景を問うこと
象徴は内面化 内射・取り入れ introjection 

市場:
・芸術批評。判断の基準への要求
市おと1，11'1-1知公賓と名11l

精神のあらゆる領域から現実の感覚が失われる

・吻FI' →物見・エネルギー
=数学、論理記号

・生物学 →生今、発現
-，三象原理

・社会科学 →社会現象
=統，オ・法J!リの割 I~~化

・芸術 →抽象的に

制作の場→新たな人聞の形式

-手 身体 どこでも 自然世界

-道具 人間中心:外化 特別な場 区画と外世界 経験的情報

・ilf諸 機続中心:材化 ぎ市・会社 集積・集住と自然資源 三論的情報

・装ρ プログラム、多中世界 x数的'X係的 機f寵する .p~'釈で苦る エヨ象的情報

新たなレジャー論 公共性の原理としての美
美と真理、美しいととと正しいとととのあいだの銃一
損なわれていない全体性や緋-Q)回復

φ
 -

• • • • • 制作・生産
社会組織・企業、産業

コミュニケーション革命→ 規範の無力化
実利 モラル.政治

・価値不問の科学 全面的無責任
.分業化された生産システム

女ロど真の3fE離
論理と倫理 技術

人間の安全・自由・重量かさ

価値を授ける投企

プロジェク卜

複雑な栓における姉の危険
恐怖 ←技術の専門的機関、中央集権化

複雑一意図せざる鉱泉←縮減する努力として現れる自由

美 感 性 主 観 州 の と し て 新い
象徴、共有・参加するものとして の』怯
秩序、真理を求めるものヒしτ _..，.. ，-

大きな物語(価値体系)が信じられない時代・社会

個的なものの判断・行動のスタイルとしての美

象徴性(=共同体)の回復

社会
人格関係としての共同体

α閣の欲求と必要の概念
アリストテレスの市民活動

公共空間の破壊

市場
自律・自己調整的

人間の意志ではなく
価格が労働の方向性を決定する
利子率が資本lζ命令する

競争の法即IJlijすして、資本家も労働者と同桜1;:無力

市場システムによる

全面的な責任免除と L、う幻想
巨大樹有lζ依存する産業社会1;:
生きる人類と幻想的な自由

経 済 的・政治的強制を含む社会

権力、強制、暴力
(t士会現象)

@ 済、市場システム
価格を通しての需要と性場合の関係づけ

つくる主体
芸術|技術

倫理と共同体
責任を担うことを通しての自由

道徳的・哲学的な秩序の問題
産業社会における良き生活 効率IC:代わる目的

効率の降絡
・良心的拒否 産量における自由
人身揮費 #帆t

ー自由な件暇 #酷費約
.技術の欲卓への対応

効車掴央町最小化を通L'C
.市場から自由主I唖喝を社会的鍋或へ位大

社会:生活と労働の割地 (モリス1
・一人の入閣の全体を授入
宇多くの人の部分の小出し

高ビッグデ-'Jとして捉えられる人聞社会
('/イート宇フェロモン (化学物質))

象徴(共有の循環)

美への参加
消費 .身体の制御，発リさばき

反応的な個人行動 (;t認知的)

個の専門化

労働の有機的分割

効率という価値基準
.複雑な効率授術

.大量生産マスコ主技術
→全体主義的/lIu'!応主込的和)1;'1

-貨幣と目的

慨 リ的マーケティング
市場のハイパーセグメン卜化

'1国singularityが
→特殊particularity1<: 

-日常生活が企業の活動に奉仕させられる

都市の時関空間の超人間化

社会的なものの抹消




